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Abstract 
In universities and colleges in Japan, the number of disabled students and interest in their support has been gradually 
increasing year by year. On April 1st 2016, Disabled Discrimination Act (DDA) went into effect. All the schools are now 
obligated to provide scholastic supports to disabled students on the basis of reasonable accommodation of disabled students 
and DDA prohibits of discriminatory treatment of these students.  
This study is conducted for the following two purposes; 1) to hold a faculty/ staff development workshop to provide the 
adequate information about DDA and reasonable accommodation of disabled students; 2) to explore workshop participants’ 
opinions on the effective support system for disabled students by questionnaire. The result indicates move towards a deeper 
understanding of DDA and reasonable accommodation, but it is still unclear among participants how they can support 
disabled students. They also felt that systematic and organizational support is necessary. Based on their opinions, there 
seems to be two proposals on establishment of a comprehensive support system for disabled students in a school; 1) to 
establish a department with experts to support disabled students; 2) to share model cases among schools in the future 
workshops or by making brochures. 
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Figure1. 大学に在籍する障害学生数と障害学生在籍率の推移（平成 18 年度〜平成 27 年度） 
 Figure1 を見ると、発達障害を含む障害学生の実態把握調査が始まった平成 18 年から一貫して、
障害学生数及び障害学生在籍率は増加している。平成 18 年には障害学生数は 4,937 人であったが、
平成 23 年度には、初めて障害学生数が 10,000 人を超え、調査開始時から倍増している。また、平
成 27 年度の障害学生数は 21,721 人と、平成 26 年度の 14,127 人から大幅に増加した。そして、平









































































































 研修会参加者のうち、研修会後にアンケートが提出された 46 名（回収率 74％）のデータを対象と
して、分析を行った。 
 項目ごとの平均値および標準偏差は、Table1 の通りである。 
 
 
Table1. 「障害や困り感のある学生」の修学支援に対する意識   （N=46） 
項目 M SD 
1.  障害学生への修学支援に不安がある 3.1 0.71 
2.  大学がどこまで支援したらよいか理解している 2.5 0.78 
3． 障害や困り感を持つ学生全員に支援が必要 3.0 0.86 
4． どのように修学支援をすればよいか理解している 2.3 0.64 
5． 受け入れ側は専門の組織を設置する必要がある 3.1 0.88 
6． 障害学生受け入れのマニュアルを読んだことがある 2.4 1.00 
7． 障害学生が在籍していなければ支援体制は必要ない（逆転） 3.5 0.81 
8． 支援範囲は正課も正課外も含まれる 2.9 1.06 
9． 大学全体としての障害学生への支援体制が必要 3.5 0.94 
10．障害者差別解消法について理解した 3.0 0.80 
   ※ 項目 7 は逆転させた得点を記載 
 
 





   Figure2. 「1. 障害学生への修学支援に       Figure3. 「2. 大学がどこまで支援したら 
           不安がある」回答分布                    よいか理解している」回答分布 
 
    
 Figure4. 「3. 障害や困り感を持つ学生全員    Figure5. 「4. どのように修学支援をすれば 
          に支援が必要」回答分布                   よいか理解している」回答分布 
 
  
  Figure6. 「5. 受け入れ側は専門の組織を  Figure7. 「6. 障害学生受け入れのマニュアルを 






Figure8. 「7. 障害学生が在籍していなければ   Figure9. 「8. 支援範囲は正課も正課外も 
    支援体制は必要ない」回答分布          含まれる」回答分布 
 
  
 Figure10. 「9. 大学全体としての障害学生へ   Figure11. 「10. 障害者差別解消法について 




























































































 また、項目 3「障害や困り感を持つ学生全員に支援が必要」や、項目 7「支援範囲は正課も正課外も
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事例 2 B 子は、幼少時に広汎性発達障害（現：自閉症スペクトラム障害）の診断を受けた学生で
ある。新学期、必修の演習型授業のガイダンスにて、担当教員が授業の概要を説明し、グ
ループ作業中心となること、プレゼンテーションの機会が全員にあることを伝えたところ、
授業後に A 子が、【教員・職員】に対し、履修が不安であると訴えにやってきた。B 子の訴
えは、①グループ作業が苦手なこと ②プレゼンテーションでとても緊張してしまうこと 
の２点であった。その理由としては、グループ作業では一人で作業を進めるのとは違い、
大勢がそれぞれ自分の意見を主張するので混乱してしまうこと、いつもと違う状況では不
安が高まり、パニックを起こしやすいこと、等であった。 
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